
お
知
ら
せ

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
社
会
全
体
で
支

え
て
い
く
仕
組
み
で
す
。「
介
護
が
必
要
に

な
る
」
の
は
限
ら
れ
た
人
だ
け
で
な
く
、

誰
に
で
も
そ
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

万
が
一
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

は
、
利
用
料
の
１
割
ま
た
は
２
割
を
自
己

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
ま
す
。（
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に

よ
っ
て
は
、
別
に
費
用
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

　

自
己
負
担
以
外
の
費
用
は
、
40
歳
以
上

の
人
が
支
払
う
「
介
護
保
険
料
」
と
「
公

費
（
税
金
）
」
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

■
介
護
保
険
料
の
納
付
方
法
は

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合
へ
納
付
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
６5
歳
以
上
の
人
の
介
護

保
険
料
の
納
め
方
は
２
種
類
に
分
か
れ

ま
す
。

◎
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

　

○
年
金
が
年
額
１８
万
円
以
上
の
人

◎
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）

　

○�

年
度
の
途
中
で
６5
歳
に
な
っ
た

人
、
転
入
さ
れ
た
人

　

○�

年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
人
、
年

金
が
年
額
１８
万
円
未
満
の
人�

な
ど

　

納
付
書
で
納
め
る
人
は
、
毎
月
納
期

限
ま
で
に
金
融
機
関
、
郵
便
局
な
ど
で

納
付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。（
コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ

ん
）

　

口
座
振
替
に
す
れ
ば
、
金
融
機
関
へ

出
向
く
手
間
も
省
け
、
納
め
忘
れ
も
な

く
な
り
ま
す
。

■
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
き
は

　

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
滞
納
処
分

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
の
負

担
割
合
が
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
な

ど
の
給
付
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
未
納
分
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず

納
付
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額

が
所
得
税
・
住
民
税
等
の
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除

で
き
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
そ
の
年
の

１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
に
納
め
ら

れ
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。（
過
去
の
年
度

分
の
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
）
ま
た
、
家

族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場

合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
２９
年
中
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
際
に
、
領
収
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、

申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
ま
た
は
領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

証
明
書
は
い
つ
送
付
さ
れ
る
の
？

　

１
月
１
日
〜
９
月
３0
日
ま
で
に
納
付
し
た
人

↓

１１
月
上
旬
か
ら

　

１0
月
１
日
〜
１２
月
３１
日
ま
で
に
今
年
は
じ
め
て
納
付
し
た
人

↓

平
成
３0
年
２
月
上
旬
以
降

　

過
去
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
で
将
来
の
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
「
後
納

制
度
」
を
平
成
３0
年
９
月
ま
で
特
例

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
や
、
年
金
の
受

給
が
で
き
な
か
っ
た
人
が
受
給
資
格

を
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
な
ど
は
、
後
納

制
度
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
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介
護
保
険
は
み
ん
な
で
支
え
あ
う
制
度
で
す
。

保
険
料
は
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
所
得
税
・

住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
対
象
で
す
‼︎

国
民
年
金
保
険
料
の

「
後
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す

問い合わせ

市民生活課 保険年金係　☎75−2159
年金加入者ダイヤル　☎0570−003−004

問い合わせ 地域包括支援課　☎75−6033
佐賀中部広域連合 業務課　☎40−1135

（
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
‼︎
）


